
2
面

「ごはんフェス×ＪａｐａｎＦｅｓ」で和牛丼を提供する屋台（２面）

９
月
１
日
に
発
行
さ
れ
た

「
全
農
リ
ポ
ー
ト
2
0
2
2
」（
４
面
）

田んぼで捕った生きものを図鑑で調べている
児童たち（２面）

（全農アメリカ㈱）世界経済の中心地で日本産米と和牛の魅力を発信
日本の食を世界へ ニューヨークで和牛丼を販売

食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
3
）

「
耕
す
市
民
」の
背
景
を
考
え
る
　

 

都
市
農
業
見
直
し  
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
農
園
増
え
る

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

榊
田
み
ど
り

6-7面

児童が「田んぼの生きもの調査」
（山梨県本部）

「ＷＥＢ出荷契約システム」の
実証試験と意見交換会
（米穀部）

福島で農畜産物産地見学・商談交流会
（福島県本部・営業開発部）

「全農リポート2022」を発行
事業内容や取り組みについて幅広く解説
（広報・調査部）

ＪＡズームイン（ＪＡにしうわ：愛媛）

「ミニこども縁日」で仙台牛振る舞う
(宮城県本部)

「野菜をおいしく食べるラーメン 
 濃厚塩白湯」新発売（営業開発部）

ＪＡタウンショップ紹介
　いいものいっぱい広場

8

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

「農協牛乳ドーナツ」「農協牛乳かりんとう」
９月５日から発売（営業開発部）

2

3

「広島県産はっさく＆レモンサワー」
リニューアル発売（全国農協食品㈱）

「大豆ミートの汁なし担々麺」
「大豆ミートのガパオまぜ麺」
リニューアル発売（営業開発部）

5

4
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News!

News!

日本の食を世界へ ニューヨークで和牛丼を販売

児童が「田んぼの生きもの調査」

世界経済の中心地で日本産米と和牛の魅力を発信

日本のお米を食べることの意味を学ぶ

全農アメリカ㈱

山梨県本部

　
全
農
ア
メ
リ
カ
㈱
と
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
7
月

16
日
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た「
ご
は
ん
フ
ェ
ス
×

J
a
p
a
n 

F
e
s
」に
協
賛
し
、日
本
産
米（
新
潟
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

を
使
用
し
た
和
牛
丼
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
本
部
は
7
月
、県
峡
南
農
務
事
務
所
と
協
力
し
、峡
南
地
域

の
小
学
校
で「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
米
を
使
用
し
た

日
本
食
を
米
国
で
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
現
地
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
者
ら
と

と
も
に
全
農
ア
メ
リ
カ
の
職
員

も
参
加
し
、
日
本
産
米
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
産
農
畜
産
物
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中

心
部
の
繁
華
街
で
、
日
本
食
を

販
売
す
る
屋
台
が
並
び
、
約

1
万
5
0
0
0
人
が
来
場
し
ま

し
た
。和
牛
丼
に
も
長
蛇
の
列
が

で
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち

　
こ
の
活
動
は
、
全
農
が
主
要

な
環
境
S
R
（
社
会
的
責
任
）

と
位
置
付
け
、2
0
0
6
年
度

か
ら
全
国
各
地
で
取
り
組
ん
で

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
と
直
接
触
れ
合
う
体

験
を
通
じ
て
、
国
土
保
全
や
生

き
も
の
と
の
共
生
を
よ
り
深
く

理
解
し
、
日
本
の
お
米
を
食
べ

る
こ
と
の
意
味
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
田
ん
ぼ
の
泥
に

足
を
取
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

も
日
本
産
米
と
和
牛
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。来
場
者
か
ら
は
、

日
本
産
米
に
つ
い
て「
米
国
産

米
と
比
較
し
て
味
が
よ
い
」「
お

米
そ
の
も
の
に
味
が
あ
る
」な
ど

と
好
評
で
し
た
。

　
屋
台
で
の
ご
飯
の
盛
り
付
け

に
は
寿す

司し

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
鈴
茂
器
工
㈱
と
連
携
し
て
同

社
の
飯
盛
器
を
使
用
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
混
雑
の
中
で

も
迅
速
に
品
質
の
高
い
本
物
の

味
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
中
か

ら
人
々
が
集
う
文
化
の
交
差
点

で
あ
り
、
日
本
産
米
も
和
牛
も

好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

し
た
が
、
夢
中
に
な
っ
て
生
き

も
の
が
い
そ
う
な
場
所
を
探
し

ま
わ
り
、
短
い
時
間
の
中
で
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
生
き
も
の

を
発
見
。田
ん
ぼ
か
ら
上
が
り
、

各
自
が
捕
っ
た
生
き
も
の
を

バ
ッ
ト
に
入
れ
、
講
師
と
と
も

に
ど
ん
な
生
き
も
の
が
い
た
か

全
員
で
図
鑑
を
使
っ
て
調
べ
ま

し
た
。

　
調
査
後
、「
お
米
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
、
生
き
も
の
の
居
場
所

を
つ
く
る
」と
児
童
た
ち
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

和牛丼を提供する屋台

捕
っ
た
生
き
も
の
を
図
鑑
で
調
べ
て

い
る
児
童
た
ち

イベントで提供した和牛丼

㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
の
山
崎
講
師

と
生
き
も
の
を
探
す
児
童
た
ち
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News!

News!

「ＷＥＢ出荷契約システム」の実証試験と意見交換会

福島で農畜産物産地見学・商談交流会

米の出荷契約を電子化しＪＡ・生産者の負担を軽減

外食企業と産地との連携強化図る

米穀部

福島県本部・営業開発部

　
米
穀
部
は
7
月
25
日
、J
A
と
生
産
者
間
の
米
の
出
荷
契
約
を
効
率

化
す
る
た
め
の
W
E
B
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、そ
の
実
証
試
験
と
、試

験
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
J
A
担
当
者
・
生
産
者
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
本
部
と
営
業
開
発
部
は
7
月
21
日
、（
一
社
）日
本
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
協
会
が
外
食
企
業
と
産
地
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
開
催
す

る
福
島
県
産
地
見
学
・
商
談
交
流
会
に
協
力
し
、同
県
産
農
畜
産
物
の

P
R
を
兼
ね
た
商
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
J
A
は
例
年
春
先
に
、
確
実

な
米
の
集
荷
に
向
け
て
生
産
者

と
出
荷
契
約
を
締
結
し
ま
す

が
、
推
進
活
動
と
並
行
し
て
紙

面
で
事
務
手
続
き
を
行
う
た
め
、

J
A
担
当
者
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
農
が
2
0
2
1
年
度
末
に

開
発
し
た「
W
E
B
出
荷
契
約

シ
ス
テ
ム
」は
、出
荷
契
約
締
結

の
手
続
き
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
事
務
の
軽
減
・
効
率
化
を
図

　
交
流
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
2
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
、
大
手
外
食
企
業
14
社
22

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。J
A
福
島
さ
く
ら
の
タ
マ

ネ
ギ
選
別
施
設
や「
全
農
福
島

菌
床
し
い
た
け
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」を
視
察
し
、震
災

後
の
振
興
作
物
と
し
て
の
タ
マ

ネ
ギ
の
取
り
組
み
や
、
シ
イ
タ

ケ
の
放
射
性
物
質
抑
制
対
策
を

取
り
入
れ
た
新
た
な
栽
培
技
術

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
商
談
会
で
は
グ
ル
ー
プ
会
社

を
含
め
10
ブ
ー
ス
を
展
開
し
、

る
も
の
で
、今
春
、全
国
4
J
A

で
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
証
試
験
を
依
頼
し
た
茨
城

県
の
J
A
水
郷
つ
く
ば
で
の
意

見
交
換
会
で
は
、
生
産
者
か
ら

は「
想
像
よ
り
操
作
が
簡
単
で
、

忙
し
い
田
植
え
時
期
に
簡
易
に

入
力
が
可
能
」「
ス
マ
ホ
版
が
あ

る
と
よ
い
」、J
A
職
員
か
ら
は

「
紙
に
よ
る
事
務
作
業
か
ら
解
放

さ
れ
、
生
産
者
の
訪
問
活
動
に

注
力
で
き
る
」「
シ
ス
テ
ム
対
応

で
き
な
い
生
産
者
に
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
参
で
推

進
・
契
約
で
き
る
仕
組

み
を
考
え
た
い
」な
ど

の
意
見
・
感
想
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
米
穀
部
で
は
、実
証

試
験
結
果
や
J
A
・
生

産
者
の
意
見
を
踏
ま
え

た
シ
ス
テ
ム
改
善
を
進

め
、23
年
度
の
普
及
拡

大
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

輸
入
品
の
調
達
不
安
や
価
格
高

騰
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
外

食
企
業
に
国
産
農
畜
産
物
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
行
政
と

J
A
グ
ル
ー
プ
や
生
産
者
が
力

を
合
わ
せ
て
復
興
に
向
け
た
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
感
じ
た
」「
タ
マ
ネ
ギ
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
特

に
関
心
を
持
っ
た
」と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
、現
在
、参
加
企
業
と

具
体
的
な
取
引
の
実
現
に
向
け
、

継
続
し
て
商
談
を
進
め
て
い
ま

す
。

操作方法や機能について意見交換をする
60代の生産者（手前）と20代の生産者（奥）

「
全
農
福
島
菌
床
し
い
た
け
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」を
視
察
す
る
参
加
者

外食企業との商談会
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「全農リポート2022」を発行
事業内容や取り組みについて幅広く解説

　全農は９月1日、令和４年度事業戦略や最新の事業内容に
ついて紹介する冊子「全農リポート2022」を発行しました。

【広報・調査部】

　全農は、事業内容などについて幅広く組織の内外へ伝えるた
め、毎年「全農リポート」を発行し、本会職員やグループ会社をは
じめ、取引先や関係機関、メディア、有識者らに配布しています。ま
た、シンポジウムや研修会などでも配布・説明し、本会の事業や
取り組みに対して理解いただくための一助としています。
　「全農リポート2022」では、協同組合である全農の役割、食と
農を取り巻く環境、全農がいま取り組んでいることや最新の事業
内容、広報・社会活動などについて、幅広く解説しています。

全農の事業や日本の農業について理解を深めていただくために、「全農リポート2022」をぜひご活用ください。

　中期（令和４～6年度）事業計画の中で取り組
む具体策として、生産振興、食農バリューチェーン
の構築、海外事業展開、環境問題など社会的課題
への対応の他、他企業とのアライアンスについて
紹介しました。

　各事業の紹介ページでは、「全農の役割」「全農
の取り組み」「職員インタビュー」の三つで構成す
ることを基本としています。「全農の役割」では流
通経路の図を用いることで、全農の機能を分かり
やすく紹介しています。

事業計画に沿った取り組みの紹介

　「全農リポート2022」は全農ホームページで公開し
ています。電子冊子でご覧いただけるほか、ＰＤＦでの
ダウンロードも可能です。

ホームページへの掲載

各事業部紹介

中期（令和4～6年度）事業計画の説明 「事業紹介」ページ

全農リポート2022 検 索
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JAふらののアルバイターもミカン出荷を応援

ＪＡにしうわ
（愛媛県）

概要 ２０２１年３月末現在

正組合員数� 5243人
准組合員数� 5783人
職員数� 449人
販売品取扱高� 162億6千万円
購買品取扱高� 47億3千万円
貯金残高� 1546億4千万円
長期共済保有高� 3320億8千万円
主な農産物� 温州ミカンなど
� かんきつ類

ト
ッ
プ
産
地
を
支
え
る 

み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー

北
海
道・沖
縄
の
Ｊ
Ａ
と
産
地
間
の
連
携
強
め
る

期
の
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
、

J
A
管
内
に
は
収
穫
や
運
搬
な

ど
の
農
作
業
を
行
う「
み
か
ん

ア
ル
バ
イ
タ
ー
」と
い
う
強
い

味
方
が
集
結
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
迎
え
た
2
0
2
0
年
度
の

繁
忙
期
は
、
県
内
外
か
ら
の
労

働
力
確
保
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、約
4
8
0
人
を
受
け
入
れ
。

徐
々
に
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
21

年
度
は
約
6
8
0
人
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
で
生
活
。伊

方
町
の
町
見
雇
用
促
進
協
議
会

は
21
年
10
月
下
旬
、
旧
加
周
保

育
所
を
女
性
専
用
の
宿
舎
に
改

装
工
事
を
し
て
受
け
入
れ
体
制

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。J
A
は

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
人
手

を
確
保
し
、
産
地
の
維
持
と
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
〜
12
月
の
最
盛
期
に
見
ら
れ

る
ミ
カ
ン
色
に
染
ま
っ
た
山
々

は
西
宇
和
産
地
の
象
徴
と
も
い

え
ま
す
。全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

温
州
ミ
カ
ン
を
生
産
す
る
た
め
、

マ
ル
チ
被
覆
や
土
壌
改
良
な
ど

日
々
、
栽
培
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

高
品
質
果
の
安
定
生
産
、
精
品

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
見
渡
す
限
り
の
山
が
ミ
カ
ン

色
に
染
ま
る
11
〜
12
月
。
繁
忙

作
業
を
促
し
て
、
各
産
地
の
労

働
力
不
足
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
に
し
う
わ
は
、
か
ん
き

つ
産
地
を
未
来
永え
い

劫ご
う

に
発
展
さ

せ
る
責
務
を
果
た
す
た
め
、
か

ん
き
つ
経
営
を
盛
り
上
げ
、
産

地
の
維
持
・
活
性
化
に
貢
献
、

さ
ら
に
担
い
手
の
育
成
や
労
働

力
確
保
で
生
産
者
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

町見雇用促進協議会のみかんアルバイター

収穫期を迎えた温州ミカン

愛媛県

山
口
県

高知県

　
J
A
に
し
う
わ
は
愛
媛
県
の

南
予
北
部
に
位
置
し
、
九
州
に

突
出
し
た
45
㎞
の
長
さ
を
有
す

る
日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島

と
、
そ
の
基
部
の
八
幡
浜
市
・

伊
方
町
・
西
予
市
三
瓶
町
か
ら

な
る
ミ
カ
ン
産
地
で
す
。先
人
が

築
い
た
石
垣
造
り
の
段
々
畑
や

　
2
0
1
8
年
2
月
、
繁
忙
期

が
異
な
る
こ
と
を
生
か
し
て
北

海
道
の
J
A
ふ
ら
の
と
沖
縄
県

の
J
A
お
き
な
わ
の
2
J
A
と

産
地
間
連
携
協
議
会
を
設
立
し

ま
し
た
。1
年
間
を
通
し
て
、ア

ル
バ
イ
タ
ー
に
3
J
A
間
で
の

みかんアルバイターが収穫に活躍

繁
忙
期
の
労
働
力
を
確
保

コ
ロ
ナ
禍
も
乗
り
切
る

3
J
A
の
作
業
を
応
援

年
間
働
け
る
体
制
に
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ス
事
業（
環
境
に
関
わ
る
仕
事
に
従
事

さ
せ
る
事
業
）」を
活
用
し
て
低
所
得
の

若
者
が
野
菜
を
栽
培
し
、
公
営
住
宅
の

低
所
得
者
層
に
提
供
す
る
施
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　一
方
の
富
裕
層
で
も
、「
産
業
化
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
で
は
新
鮮
な
野
菜
が
手
に

入
ら
な
い
」と
、
自
家
菜
園
や
裏
庭
養

鶏
ま
で
ブ
ー
ム
に
な
る
な
ど「
ア
ー
バ

ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
」が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
同
サ
ミ
ッ
ト
に
登
壇
し
た
報
告

者
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
食
料

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可

能
な
都
市
農
業
の
重
要
性
」が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
榊
田
み
ど
り

「
耕
す
市
民
」の
背
景
を
考
え
る

都
市
農
業
見
直
し 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
農
園
増
え
る

　
２
０
１
９
年
に
東
京
都
練
馬
区
で
開

催
さ
れ
た「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」

で
、
と
て
も
印
象
深
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、

ト
ロ
ン
ト
な
ど
欧
米
の
都
市
で
、「
健
康

問
題（
肥
満
）」や
格
差
拡
大
の
中
で
の

「
食
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
公
平
性
」「
孤
立

化
の
解
消（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
）」と

い
う
視
点
で
都
市
農
業
の
重
要
性
が
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
実
際
、
ロ
ン
ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
す
で
に
農
地
も
農
家
も
い
な
く
な
っ

た
市
街
地
に
、
公
共
用
地
な
ど
を
利
用

し
て
敢
え
て
農
地
を
創
出
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
市
民
が
耕
す

試
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で

は
、
２
０
１
２
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
後
、
開
催
年
ま
で
に
市
内
に
２
０

１
２
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
農
園（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
の
食
料
生
産
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）を
作
ろ
う
と
い
う
市
民
運

動
が
誕
生
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も

運
動
は
続
き
、
20
年
に
は
２
９
０
０
カ

所
ま
で
拡
大
。
行
政
も
こ
の
運
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
、
自
治
体
主
導
で

「
グ
リ
ー
ン
サ
ム
」事
業
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
農
園
の
設
置
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
2
0
2
0
年
段
階
で
は
5
5
0
カ

所（
約
40
　
）に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
住
宅
公
社
に
農
園
を

設
置
し
、「
グ
リ
ー
ン
・
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー

3

　
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
料
へ
の
権
利
と
農
業
」に
は
何
が

必
要
か
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
。
第
３
回
は
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
榊
田
み
ど
り

さ
ん
と
、
世
界
で
広
が
る「
耕
す
市
民
」の
動
き
を
探
り
ま
す
。

　
市
民
が
自
ら
耕
す
こ
と
で「
食
を
選

択
し
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
」を
獲
得
し

よ
う
と
い
う
こ
の
潮
流
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
経
済
格
差
と
栄
養
格
差
の
相
関

関
係
が〝
見
え
る
化
〞し
た
日
本
で
も
、

遠
く
な
い
将
来
、
広
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
年
1
月
、『
農
的
暮
ら
し
を
は
じ

め
る
本
』を
上
梓
し
ま
し
た
。
神
奈
川

県
秦
野
市
に
通
っ
て
取
材
を
重
ね
た

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
実
践
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
は
、
都
市
化
が
進
ん

だ
２
０
０
０
年
以
降
、
非
農
家
も
参

画
す
る
交
流
・
観
光
型
の
地
域
農
業

振
興
に
舵
を
切
り
、
正
組
合
員
も
准

組
合
員
も
一
体
と
な
っ
た「
食
と
農
を

基
軸
に
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」づ
く
り
に
シ
フ
ト
。
05
年
、
新

規
就
農
希
望
者
を
支
援
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口「
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
少
し
だ
け
農

に
触
れ
た
い
ひ
と
か
ら
新
規
就
農
を
目

指
す
ひ
と
ま
で
、
農
と
の
関
わ
り
方

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
た
さ
ま
ざ

ま
な「
農
の
入
り
口
」を
用
意
し
て
き

ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
都
市
住
民
が
気
軽
に
農
の

世
界
に
飛
び
込
み
、
意
欲
が
あ
れ
ば
、

徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、「
地
域
農
業

の
担
い
手
」に
な
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
。
就
農
へ
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
と
な

る「
は
だ
の
市
民
農
業
塾（
新
規
就
農

コ
ー
ス
）」を
修
了
し
、
市
内
の
農
地
を

借
り
て
販
売
農
家
に
な
っ
た
都
市
住
民

は
す
で
に
70
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
専

業
農
家
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、
半

農
半
Ｘ
と
営
農
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま

で
、そ
の
多
様
性
も
地
域
の
活
力
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
段
階
的

な「
農
の
入
り
口
」が
有
機
的
に
つ
な

が
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
J
A
の
地
域

活
動
が
あ
る
こ
と
で
す
。
同
J
A
は
、

全
7
支
所
に「
営
農
活
性
化
推
進
チ
ー

ム
」を
配
置
し
、
支
所
単
位
で
農
業
生

産
や
農
地
保
全
を
支
援
し
、
新
た
な

担
い
手
の
発
掘
も
支
所
ご
と
に
行
う
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就

農
者
な
ど
新
住
民
を〝
地
域
人
〞と
し

て
受
け
入
れ
る
受
け
皿
と
し
て
、Ｊ
Ａ

生
産
組
合
や
Ｊ
Ａ
支
所
運
営
委
員
会

を
地
域
活
動
の
基
盤
組
織
と
位
置
付

け
、
新
規
就
農
者
や
非
農
家
の
J
A

准
組
合
員
加
入
も
積
極
的
に
推
進
。

今
で
は
新
住
民
が
生
産
組
合
長
に
就
任

す
る
ケ
ー
ス
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
も「
91
農
業
」を
打
ち
出

し
ま
し
た
が
、「
多
様
な
担
い
手
」と
従

来
の「
担
い
手（
認
定
農
業
者
・
農
地

所
有
適
格
法
人
）」と
の
連
携
が
求
め

ら
れ
る
昨
今
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の

た
め
の
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ha

欧
米
の
市
街
地
で
農
地
づ
く
り

「
食
」へ
の
ア
ク
セ
ス
強
め
る

1

2

3

1就農を支援する「はだの市民農業塾」の研修農場
2農業体験農園「名水湧く湧く農園」で指導する園主の
和田礼子さん

3「名水湧く湧く農園」で作業する親子

あ

か
じ

じ
ょ
う
し

「
農
と
の
か
か
わ
り
の
階
段
」

「
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
階
段
」
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ス
事
業（
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境
に
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わ
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仕
事
に
従
事

さ
せ
る
事
業
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活
用
し
て
低
所
得
の

若
者
が
野
菜
を
栽
培
し
、
公
営
住
宅
の

低
所
得
者
層
に
提
供
す
る
施
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
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方
の
富
裕
層
で
も
、「
産
業
化
さ
れ

た
シ
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テ
ム
で
は
新
鮮
な
野
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が
手
に

入
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な
い
」と
、
自
家
菜
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や
裏
庭
養

鶏
ま
で
ブ
ー
ム
に
な
る
な
ど「
ア
ー
バ

ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
」が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
同
サ
ミ
ッ
ト
に
登
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し
た
報
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者
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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ー
の
食
料

プ
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で
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に
入
れ
る
こ
と
が
可
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な
都
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の
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要
性
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ま
し
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業
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す
市
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背
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を
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え
る

都
市
農
業
見
直
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コ
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ー
農
園
増
え
る
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０
１
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年
に
東
京
都
練
馬
区
で
開
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れ
た「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」

で
、
と
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も
印
象
深
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
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ク
、
ロ
ン
ド
ン
、

ト
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な
ど
欧
米
の
都
市
で
、「
健
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問
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満
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格
差
拡
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の
中
で
の
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の
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の
公
平
性
」「
孤
立

化
の
解
消（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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ー
再
生
）」と

い
う
視
点
で
都
市
農
業
の
重
要
性
が
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
実
際
、
ロ
ン
ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
す
で
に
農
地
も
農
家
も
い
な
く
な
っ

た
市
街
地
に
、
公
共
用
地
な
ど
を
利
用

し
て
敢
え
て
農
地
を
創
出
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
市
民
が
耕
す

試
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で

は
、
２
０
１
２
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
後
、
開
催
年
ま
で
に
市
内
に
２
０

１
２
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
農
園（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
の
食
料
生
産
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）を
作
ろ
う
と
い
う
市
民
運

動
が
誕
生
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も

運
動
は
続
き
、
20
年
に
は
２
９
０
０
カ

所
ま
で
拡
大
。
行
政
も
こ
の
運
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
、
自
治
体
主
導
で

「
グ
リ
ー
ン
サ
ム
」事
業
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
農
園
の
設
置
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
2
0
2
0
年
段
階
で
は
5
5
0
カ

所（
約
40
　
）に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
住
宅
公
社
に
農
園
を

設
置
し
、「
グ
リ
ー
ン
・
シ
テ
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・
フ
ォ
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現
地
事
例
や
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者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
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へ
の
権
利
と
農
業
」に
は
何
が

必
要
か
を
考
え
る
シ
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ズ
。
第
３
回
は
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業
ジ
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ー
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ス
ト
の
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田
み
ど
り

さ
ん
と
、
世
界
で
広
が
る「
耕
す
市
民
」の
動
き
を
探
り
ま
す
。

　
市
民
が
自
ら
耕
す
こ
と
で「
食
を
選

択
し
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
」を
獲
得
し

よ
う
と
い
う
こ
の
潮
流
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
経
済
格
差
と
栄
養
格
差
の
相
関

関
係
が〝
見
え
る
化
〞し
た
日
本
で
も
、

遠
く
な
い
将
来
、
広
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
年
1
月
、『
農
的
暮
ら
し
を
は
じ

め
る
本
』を
上
梓
し
ま
し
た
。
神
奈
川

県
秦
野
市
に
通
っ
て
取
材
を
重
ね
た

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
実
践
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
は
、
都
市
化
が
進
ん

だ
２
０
０
０
年
以
降
、
非
農
家
も
参

画
す
る
交
流
・
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光
型
の
地
域
農
業

振
興
に
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を
切
り
、
正
組
合
員
も
准

組
合
員
も
一
体
と
な
っ
た「
食
と
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を

基
軸
に
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」づ
く
り
に
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フ
ト
。
05
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、
新
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就
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望
者
を
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す
る
ワ
ン
ス

ト
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プ
窓
口「
は
だ
の
都
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農
業
支
援
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し
、
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だ
け
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に
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と
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に
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世
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に
飛
び
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み
、
意
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が
あ
れ
ば
、

徐
々
に
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プ
を
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み
、「
地
域
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の
担
い
手
」に
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る
こ
と
が
で
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る
仕
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み
で
す
。
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最
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ス
テ
ッ
プ
と
な
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だ
の
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業
塾（
新
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就
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）」を
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了
し
、
市
内
の
農
地
を

借
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て
販
売
農
家
に
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た
都
市
住
民

は
す
で
に
70
名
を
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て
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ま
す
。
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、
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家
レ
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ト
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ン
経
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、
半

農
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と
営
農
ス
タ
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は
さ
ま
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ま

で
、そ
の
多
様
性
も
地
域
の
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力
に
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て
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る
よ
う
で
す
。

　
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
段
階
的

な「
農
の
入
り
口
」が
有
機
的
に
つ
な

が
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
J
A
の
地
域

活
動
が
あ
る
こ
と
で
す
。
同
J
A
は
、

全
7
支
所
に「
営
農
活
性
化
推
進
チ
ー

ム
」を
配
置
し
、
支
所
単
位
で
農
業
生

産
や
農
地
保
全
を
支
援
し
、
新
た
な

担
い
手
の
発
掘
も
支
所
ご
と
に
行
う
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就

農
者
な
ど
新
住
民
を〝
地
域
人
〞と
し

て
受
け
入
れ
る
受
け
皿
と
し
て
、Ｊ
Ａ

生
産
組
合
や
Ｊ
Ａ
支
所
運
営
委
員
会

を
地
域
活
動
の
基
盤
組
織
と
位
置
付

け
、
新
規
就
農
者
や
非
農
家
の
J
A

准
組
合
員
加
入
も
積
極
的
に
推
進
。

今
で
は
新
住
民
が
生
産
組
合
長
に
就
任

す
る
ケ
ー
ス
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
も「
91
農
業
」を
打
ち
出

し
ま
し
た
が
、「
多
様
な
担
い
手
」と
従

来
の「
担
い
手（
認
定
農
業
者
・
農
地

所
有
適
格
法
人
）」と
の
連
携
が
求
め

ら
れ
る
昨
今
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の

た
め
の
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ha

欧
米
の
市
街
地
で
農
地
づ
く
り

「
食
」へ
の
ア
ク
セ
ス
強
め
る

1

2

3

1就農を支援する「はだの市民農業塾」の研修農場
2農業体験農園「名水湧く湧く農園」で指導する園主の
和田礼子さん

3「名水湧く湧く農園」で作業する親子

あ

か
じ

じ
ょ
う
し

「
農
と
の
か
か
わ
り
の
階
段
」

「
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
階
段
」

 

を
用
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す
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いいものいっぱい広場

　メロンの生産量・日本一を誇る茨城県よりお届けする
JA茨城旭村の「アールスメロン」です。アールスメロンは、
一般的にはマスクメロンと呼ばれる高級メロン。厚い肉質
と芳香な香り、上品な甘さとコク、とろ～りとろける食感は
まさに絶品です。
　JA茨城旭村では、メロンを１玉ずつ光センサーに通し
て、糖度13以上のものを厳選して出荷しています。

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

アールスメロン2玉セット……3980円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

夏休みの思い出を、仙台牛で！

「ミニこども縁日」で
仙台牛振る舞う
　宮城県本部と仙台牛銘柄推進協議会は７月２８日、宮城県富谷市で開かれ
た「ミニこども縁日」（ふうどばんく東北AGAINと富谷市社会福祉協議会共催）
に参加し、子どもたちに「仙台牛」300人分を振る舞いました。　  【宮城県本部】

　国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）に関連して、宮
城県本部と仙台牛銘柄推進協議会が、このようなイベントに
参加するのは初めてのことです。
　当日は、食育という観点から、実際に提供した「仙台牛」の
担い手生産者にも来てもらい、子どもたちへ生産の一連の流
れを説明しました。浴衣姿で来場した子どもたちは「仙台牛」

やかき氷などをほおばり、満面の笑みを浮かべていました。
　県本部畜産部生産販売課は、「どんな商品であれ、生産者
の顔が見え、本当においしいものを食べた子どもの頃の記憶
は今でも鮮明に覚えている。仙台牛をはじめ、国産の農畜産
物のおいしさを感じるとともに、その思い出もずっと持ち続け
てほしい」と話しました。

祭

　全農は東洋水産㈱と「野菜をおいしく食べるラーメン 濃厚塩白湯」を共同開発し、
8月29日より東洋水産から全国で発売しました。 【営業開発部】

「野菜をおいしく食べるラーメン 濃厚塩白湯」新発売

　この商品は「たくさんの野菜をおいしく食べる」をコンセプトにしたラーメンです。北
海道産小麦粉を100%使用したモチモチ食感の中太麺に、豚と鶏のうま味をベース
としてニンニク、こしょうをきかせた後を引く味わいの塩味スープがマッチします。野菜
がおいしく食べられるよう、ラードをベースにチキンとニンニクの風味をきかせた野菜
炒め用特製調味料が付いています。
　東洋水産の商品ブランド「マルちゃん」と「ニッポンエール」のコラボレーション商
品として発売することで、国産小麦と野菜の消費拡大を図ります。

「野菜をおいしく食べるラーメン 濃厚塩白湯」
2食入り/460円（税込み496.8円）

子どもたちに「仙台牛」を振る舞う生産者ら

東洋水産と初コラボマルちゃん×ニッポンエール
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